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臨サミットイン 上田

おかみ

第 1岡寵サミット開催圃・・・
8 月 q 臼 ~IO 日 別所温泉町 ~'J所神社を中

心に 「第 l回草サミットイン上田』が開催さ

れました。全国の軍雨地域などの開揮者や市

民およそ500人が参加。轟林の果たす投書司 ・

環境や教育、また事雨地域の信杭文化などに

ついて、講，買やパネルディスカツンョンが行

われ、活尭な意且交換がなされました。

また、雨ごいの行事 r百八手』が、塩野池・

舌喰池 中国池で行われ、おおぜいの人たち

が持ったいまつに火がつけ句れました。

工面7百日前7-，干冨) 男/回 982人(+4) 女/62，179正I手24) 世帯7百三百1干53)
外国人量日者鼓/2.383人(+26) 男/1.3日比【+17) 女/1.029人 (+9) ()は前月比



「

• 
上
回
捕
か
」
ワ
骨
木
方
面
へ
向
か
う
国
道
1
4

3
号
は
古
吉
町
ま
で
ほ
ぼ
ま
っ
す
ぐ
で
、
そ
の

先
も
わ
ず
か
な
阜
祈
が
あ
る
だ
け
の
直
線
道
路

で
す
。
明
治
幻
年
、
県
道
と
し
て
建
設
さ
れ
た

の
で
す
が
、
非
常
に
珍
し
い
設
計
と
し
て
法
目

さ
れ
ま
し
た
。

道
路
が
で
き
ま
す
と
そ
れ
に
沿
っ
て
商
高
や

民
家
が
、

T
え
、
新
し
い
町
が
つ
く
ら
れ
て
行
く

の
は
昔
も
今
も
同
じ
で
す
。
三
冊
町
の
始
ま
リ

も
そ
ヲ
で
し
た
。

こ
の
道
路
を
上
回
温
泉
電
軌
酬
の
路
面
電
車

が
青
木
ま
で
走
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
大
正
川

年
で
し
た
。
曲
発
駅
は
寸
三
時
町
」
で
、
上
回

楠
に
近
い
今
の
三
時
町
一

T
目
倍
号
付
近
に
駅

が
あ
リ
ま
し
た
(
上
田
駅
に
乗
リ
入
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
大
正
日
年
)
。

こ
の
頃
か
勺
三
好
町
通
リ
は
商
工
業
の
町
と

し
て
さ

!っ
に
に
ぎ
わ
っ
よ
ヲ
に
な
リ
、
城
ア
か

ら
行
政
区
と
し
て
独
立
す
る
掛
き
も
活
尭
に
な

【21

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
も
間
近
/

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
前
の
注
意

9. 

身
体
を
動
か
し
て
ひ
と
汗
か
く
と
気
分
が
す
っ

き
り
す
る
と
い
う
の
は
私
た
ち
が
日
ご
ろ
よ
く

体
験
す
る
こ
と
で
す
。
運
動
は
身
体
的
に
も
精

神
的
に
も
有
効
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
勺
て
い
て

も
、
実
際
に
そ
れ
を
行
う
と
な
る
と
、
そ
う
簡

単
に
は
い
か
な
い
の
が
実
情
で
は
な
い
で
し
ょ

っ
か
。

何
か
ス
ポ
l
y
を
拍
め
よ
う
と
考
え
る
と
大

変
な
感
じ
が
し
ま
す
。
し
か
し
、
最
初
は
阿
で

も
良
い
か
ら
、
ま
ず
か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と

と
考
え
れ
ば
、
と
り
あ
え
ず
近
所
を
散
歩
す
る

こ
と
か
ら
初
め
て
み
て
も
良
い
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ふ
だ
ん
と
は
遭
っ
た
風
景
に
出
会
っ
て

感
動
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
も
の
で
す
。

歩
く
こ
と
だ
け
で
物
足
り
な
い
人
は
、
他
の

ス
ポ
ー
ツ
に
手
を
出
し
て
み
て
も
良
い
で
し
ょ

っ
が
、
最
初
か
ら
あ
ま
り
耽
強
ら
な
い
こ
と
で

す
。
流
行
に
惑
わ
さ
れ
ず
自
分
に
合
っ
た
も
の

で
、
長
く
続
け
ら
れ
そ
う
な
も
の
を
選
ぶ
こ
と

が
大
切
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
ス
ポ
ツ
を
始
め
る
前
に
は
、
ま
ず

自
分
白
体
調
と
相
談
し
て
か
ら
拍
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

-
ス
テ
y
プ
1

体
調
で
気
に
な
る
と
こ
ろ
は
お

り
ま
せ
ん
か
。
血
圧
が
高
い
、
腰
痛
が
あ
る
、

関
節
摘
が
あ
る
、
心
臓
院
忠
な
ど
心
配
な
と
き

に
は
、
主
治
医
の
先
生
に
相
酷
し
ま
し
ょ
一
つ
。

.
ス
テ
y
プ
2

仲
聾
を
と
っ
て
い
ま
す
か
。
自

分
自
身
体
の
疲
労
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
/

$.再FラfUif9



リ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
よ
田
布
は
大
正
司
年
2

月
、
三
冊
町
匡
の
設
置
を
決
定
、
三
品
川
町
が
誕

生
し
ま
し
た
。
今
か
ら
刊
年
前
の
こ
と
で
す
。

上
田
市
出
身
の
作
家
新
田
潤
は
昭
和
8
年、

『
煙
管
』
(
さ
せ
る
)
を
発
表
し
文
壇
に
畳
場
し

ま
し
た
が
、
三
野
町
も
こ
の
小
説
の
舞
台
に
な
っ

て
ま
す
。

時
代
は
大
正
中
頃
の
こ
と
で
す
。
馬
車
屋
の

与
作
は
仕
事
を
終
え
て
帰
る
途
中
、
「
橋
近
く

の
居
酒
屋
で
よ
く
位
み
つ

F
れ
て
、
馬
車
の
中

で
正
体
も
な
く
眼
リ
込
ん
で
し
ま
っ
こ
ど
も
た

び
た
び
だ
っ
た
」
の
で
す
が
、
そ
ん
な
与
作
に

慣
れ
て
し
ま
っ
た
馬
は
家
主
で
被
告
運
ん
で
行

く
の
で
し
た
。

こ
の
「
橋
」
は
よ
図
橋
が
モ
デ
ル

τ、
馬
車

が
行
く
道
は
今
の
国
道
1
4
3号
に
な
け
4
aす。

大
正

6
年
、
上
回

j
別
所
聞
に
乗
告
白
掛
車
が

官
輩
を
始
め
ま
す
が
、
そ
の
た
め
馬
車
屋
は
事

を
ど
勺
れ
、
馬
は
「
晴
れ
な
い
響
音
に
吃
驚
し

て
跳
び
よ
」
る
な
ど
与
作
は
さ
ん
ざ
ん
な
目
に

あ
い
ま
す
。

近
代
的
な
直
線
道
路
に
沿
っ
た
三
好
町
に
〉

さ
わ
し
く
、
こ
の
小
説
に
は
究
過
の
移
リ
変
わ

リ
が
興
味
深
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に

よ
田
原

1
脅
木
問
の
電
車
が
塵
止
に
な
っ
た
の

は
昭
和
日
年
の
こ
と
で
し
た
。
(
平
野
勝
重
)

「国保』の保険証が

10月から新しくなり
現在の国民健康保険の保険証は、 9月30日仰で有効期H盟が切れ、

10月1A剛から新しい保険証にE新されます。

新しい保険証は9月17日以降に郵送します。現在白保険証は、

組却設b主般日広三弘また、受訟の際は保険証を

必ず医療機関に提示してくださ L、
選藤者冨欝靭m
同毒事毒事量も麓畠 ~i宮島屯露骨んが蝉

長年、民間企業や役所などに勤めた人が退職して

年金証書を受けとったら

14日以内に市役所に届け出て

国民健康保険退職被保険者証の交付を受けましょう

国民健康保険の加入者の中で、会計などを退職して年金の支給

を受けている70歳未満白人とその家族は、 「退職者医療制度」に

よりお医者さんにかかる ことになります。

.この制度に加入できる人

肢の3つの量刊にあてはまる人 (退職被保険者本人)

脹(肱扶聾者)の人です

①国民健康保険に加入してレる人

~老人保健法の適用を受けていない人

ID厚生年金や共済年金など白被用者勾ー金制度の年金を受けてい

る人で、加入期間が2日年以 lもしくは40成以桂10年以上ある人

・加入資格は、年金受給権が発生した [1から適用されます。

・ニの制度で医療を畳けるときの自己負担金は次のとおりです。

退職被保険者本人外来 2割、入院 2訓

被扶聾者 外来 3割、入院 2制

.年金の畳給怖が発生すると、年金保険者から 「年金訓告』が送

られてきます。年金証占が属いたら、 1411以内に年金読書、印雄、

間険証 (お持ちのかた)を持害して、市民課または各支所へJliiけ
仕1をしてくださ L、。

1>問い合わせ 同f来年金課 (困 1362、

ます

とその家

1367) 

-
ス
テ
ッ
プ
3

調
子
が
且
く
、
体
調
が
良
け

れ
ば
、
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

(準
備
運
動
)

を
し
ま
し
ょ
う
。
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
γ
プ
は
身

体
へ
の
は
じ
め
の
あ
い
さ
つ
で
す
。
ス
ト
レ
ッ

チ
も
し
て
筋
肉
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
ほ
〈
し
ま
す
。

.
ス
テ
ッ
プ
4

自
分
自
体
調
に
合
わ
せ
て
マ

イ
ベ
!
ス
を
守
り
ま
し
ょ
っ
。
水
分
補
給
も

こ
ま
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

-
ス
テ
ッ
プ
5

運
動
し
た
陸
は
ク
l
リ
ン
グ
ダ

ウ
ン
(
整
理
週
動
)
も
忘
れ
ず
に
し
ま
し
ょ

う
。
ク
l
リ
ン
グ
ダ
ウ
ン
は
身
体
へ
の
終
わ
り

の
あ
い
さ
つ
で
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

他
鹿
推
進
課
(
困

1
6
2
4
)

/ みんなの道路をまもろう

8月10目『道の目jにちなんで、建t全省長野園道工事事務所では8月8日、
小学生による道路一日パトロールを実施。 また、長年にわたり国道18号の美化
湾掃に功績杭めったとして、西小学絞カ喧政大匡逆提舵を受けました。
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; F周富徳 秋の料理フェア』開催
中国料理の名人、間百徳さんを迎えて、

上回地域の世併を生かした『料理フェア』

を rJ Aフェスティパル」とタイアップし

て開催Lます。

なお、会場の模様はNHK輯合テレビ「き

ょうの料理Jで後日誼迭される予定です。

吋日作られた料理は賦企できます。散に

限りがありますので、当日午.oiflOHiiから『料

理フェア』畳付にて拭宜砕をお配りします。

bとき 9月148聞午前11時15分間崎、午桂1時ごろまで 円と

ニろ 上回被跡公園内武飽椴跡地 (雨天の場合、 「ハニーウ~ A J) 

P主催 「秋の料理フ zア」実行聾且会 b協賛 民野県連~1't
果蜘、 fil州ハム棚、山印噂遣醐 t後媛 NHK長野肱送局 e>制
作協力 NHKエデュケー νョナル b問い合わせ企画課 (直i虚

血)35112)

市民総 合体育大会参加者募集

一一マレットゴルフ 一一
?とき 10月12日冊 (集合午前自時) 'vとこ

ろ 自然週動公閏マレットゴルフ場 守対象市内
夜住の高位生以上のかた 〔個人申し込み) マ定員

先暗 150名マ参加料 一人500円 マ廟し
込み 9月1日倒ト同30日闘に容加料を添えて体育
際(酉5151)までどっぞ。'vその他用且は
各自持容してくださt、.

「か
ぶ
き
と
茶
の
湯
」

美
術
構
座
へ
ご
参
加
を

のい ・
時天信 ・
代下長 ・
は人
終の需
え登古
ん唱 、

車に家
ょ康

ヰりと
字、 L、
k下う
2姐t軒
M、上し

わんぱく広場 in神川児童センター

「いっしょに遊ぼう .ノ」
話し綱手が欲しい、子どもにお友だちをつくっ

てあげたい、脊児について情報交換ができたらい

いなと皿勺ているお母さん/気軽にお出かけくだ

さt、。いっしょに遊びましょう。お待ちしていま

す(予約はいりません)。

bとき 9 18、10/16、11"20、12 18 (い

ずれも前一木曜円)午前 9，30-11，30 Tとこ

ろ 神川地区恒合嗣祉施設神川児童セノタ- T 
対象未就園児とその碑謹者 b問い合わせ 南

部保育陣内 ・相詰室(nID@3096)

・案内図

子育て支援センター主催一
方
で
は
怯
ら
は
新
し
い
秩
序
を
世

の
中
に
押
し
つ
け
よ
う
と
し
ま
す
ロ

そ
れ
は

「
か
ぶ
き
者
」
と
呼
ば
れ

る
蝿
胤
拠
体
の
逸
脱
し
た
書
く
の
若

者
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
勺
た
白
で

す
。「
か
ぶ
さ
者
」
と
呼
ば
れ
た
世

ら
は
、
弾
圧
を
畳
け
な
が
ら
も
独
特

な
文
化
を
作
り
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

千
利
休
や
古
田
織
部
の
茶
の
湯
も
、

こ
う
し
た
時
代
と
無
関
保
で
は
あ
り

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
桃
山
か
ら
江
戸

初
期
に
か
け
て
の
宜
革
の
時
代
に

『
茶
の
泌
」
は
ど
う
で
あ
勺
た
白
で

し
ょ
う
か
。

当
時
の
時
代
背
景
を
知
る
と
と
も

に
、
茶
の
湯
の
歴
史
、
利
体
や
織
部

が
愛
し
た
茶
道
具
に
つ
い
て
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

マ
と
き

U
月
日
日
間
午
前
日
時

1
正

午

マ

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

_ . • 

マ
講
師
岡
本
祐
芙
さ
ん
〔
サ
ン

リ
ツ
服
部
主
商
船
主
任
学
芸
品
)

マ
鴎
義
テ
1
マ

か
ぶ
き
と
茶
の
湖

マ
定
員

初

名

〔申
込
順
)

マ

畳
鴎
料

5
0
0円
(
テ
キ
ス
ト
代

背
む
)

マ
由
申
し
込
み

は
が
き
に

申
込
者
氏
名

・
住
所

・
屯
話
番
号

・

長
衛
講
座
「
か
ぶ
き
と
某
白
川
倒
」
畳

講
希
望
を
明
記
し
、

〒
3
B
O
長
野

市
岡
田
1
7
8
1
1
3八
十
二
別
館

内
醐
八
十
二
文
化
財
団
美
術
鱗
鹿

「
か
ぶ
き
と
茶
の
崩
」
担
当
ま
で
。

サ
ン
リ
ツ
服
部
美
術
館

特
別
企
画
展
開
催
中
/

••• 
国
宝

・
重
文
の
茶
道
具
を
数
多
く

所
蔵
す
る
こ
と
で
も
有
名
な
サ
ン
リ

y
服
部
央
情
館
で
は
、
特
別
展

「名

、

-干育て主建センターからのおしらせ

チyfて支担センタ ーでは、子育て情報紙「子育

て文捜センター通悶」を毎月一回、次の所で配布

していますのでご利用くださL、。

剤師保町田眼健センター・図書館刷造船 ・産

院 ・中央公民館 ・西部公民貧富 ・上野が丘公民匝 ・

竣南公JllIl1i・塩悶公民館 ・/11西公民館

!1i1Nラj{r.!9 [41 1 9. 

物
l
茶
腕
と
茶
人
」
を
開
催
中
で
す
。

今
回
の
主
情
講
座
「
か
ぶ
き
と
茶

白
湯
」
を
よ
り
い
っ
そ
う
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
綿
艇
と
合
わ
せ
て

主
術
館
見
学
を
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
芸
術
館
見
学
の
み
の
畳
携

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

マ
と
き

日
月
日
日
嗣
午
後
1
時

i
6時
マ

尭
着
地

中
央
公
民
館

マ
見
学
館

サ
ン
リ
ツ
服
部
主
情

館

マ
定
員
叫
名
(
申
し
込
み
事

散
の
場
合
抽
週
)
マ
畳
構
料

3

0
0
0円
(
昼
食

・
パ
ス
代

・
入
館

料
な
ど
を
含
む
)
マ
白
申
し
込
み

主
術
講
座

「
か
ぶ
き
と
茶
白
湯
」
の

申
し
込
み
の
際
に
、
「
美
術
館
見
学

参
加
」
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
者
に
は
桂
日
詳
細
を
述
絡
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

文
化
謀
(
胴

8

5
1
0
2
)
 



畠

曹

長野オリンピフク文化芸術祭，加 長野パラリ Jピック文化プログラム

'97長野県県民芸術祭参加

b応募部門と制限 短歌 1首、俳句 2旬、川柳 2句、現代

詩 2編 (>投稿料 l部門につき 300円 (小・中・高位生は無

料)。 郵送作品に 300円の郵送小為替を同針。持参各公民館、

高齢者福祉センターの窓口へ現金を揖え提出。(>J;1;幕 日月30日

開までに〒386上田市材木町1丁目2番3号上回市中央公民館短

詩型文学祭係(直路0760)へ。

高
齢
者
交
通
安
全
ピ
カ

ピ
カ
ナ
イ
ト
大
会
幻

••• 
マ
と
き

9
月
凶
日
幽
午
後
2
時

初
分
か
ら

マ
と
こ
ろ

上
回
市
文

化
会
館
(
材
木
町
)
マ
内
容

交
通

安
全
ク
イ
ズ
、
反
射
材
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
ン
ョ
ン
な
ど

マ
そ
の
地

駐
車
場
が
タ
な
い
の
で
自
動
車
で
の

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
マ
問

い
合
わ
せ
交
通
対
軍
課

(困
1
5

6
2〕高

齢
者
自
動
車
運
転

教
室
へ
の
ご
参
加
を

••• 
マ
と
き

・
と
こ
ろ

9
月
山
日
間

第37回短詩型文学祭Salzburger Kammer Orchester 

督協閥b嬉麟サつ間
9月27日出:222fZ鎗:Ti削 分 開 演

￥3、500(全席自由)

・上沼公演プログラム

モ ツアルト ディヴzルティメム〆卜1<.136 
モ Yアルト クラリネット協奏曲K.622 

クラりネット/赤板速三

モ-':;アルト セレナード ト長調K

「アイネ ・クライネ・ナハ卜ムジーク」

モ Yアルト 交響曲40番ト短調K.550 
.主催 上国市 ・上回市教脊要員会・上田市文化自主事

業推進畢且会

.問い合わせ 文化会館 (圃ゆ 0760)
・チケ γ 卜前完り所 文化会館・市民会館・文化媒・各

公民館(西部 ・綾南上野が丘 ・趨 四 川 西)・

固轡館 ・博物館・上回西武 琴光立楽器底

525 

(
上
問
自
動
車
学
校
)
、
日
月
日
日
附

(真
田
自
動
車
学
校
)
、
叩
月
初
日
間

(
上
回
自
動
車
学
校
)

マ

対
象

出
歳
以
上
で
運
転
免
許
を
保
有
し
て

い
る
か
た

(
l回
加
入
程
度
)

マ

内
容

講
話
・
討
論

・
運
転
実
技
ほ

か

マ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

交
通
対
東
課
(
困
1
5
6
2
)

re--'か
国
語
で
話
そ
う
/」

楽
し
い
言
葉
の
体
験
を

••• 
マ
テ
l
マ
講
演
会

「
7
か
国
語

で
話
そ
う
/
」

マ

と
き

9
月
四

日
劇
午
前
白
部
午
前
日
時
初
分
S

午
桂
零
時
加
分
、
夜
白
部
午
後
6

時
叩
分
1
8時
加
分

マ
と
こ
ろ

上
回
創
造
館
マ
書
加
費

無

料

マ
主
催

言
語
交
流
研
究
所
ヒ

y
ポ

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
マ
そ
の
他

託
児
あ
り
(
無
料
・
要
予
約
)

マ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

滝
沢

(問

8

3
4
9
0
)、
ヒ
ぷ
フ
ァ
ミ

リ
ー
ク
ラ
ブ
画
0
3
3
4
67

6
1
5
1)
 

全
国
刑
務
作
業
製
品

展
示
即
売
会
を
開
催

••• 
マ
と
き

9
月
四
日
嗣
1
同
勾
日

ω
マ
と
こ
ろ

信
州
ジ
ャ
ス
コ
脚

上
田
庖
(
上
田
市
常
国

2
u
m、

m窃
8
1
8
1
)

マ
展
示
販
売
品

目

家
具
、
応
接
セ
ッ
ト
、
碁
盤
、

将
棋
盤
、
靴
、
日
用
品
、
み
そ
等
生

国
岨
施
設
白
刑
務
作
業
製
品

女性L、きいき講座開催

~新しい自分発見のために~
いきいきと聞くために、自分らしさとパー トナー

シップについていっ Lょに考えてみませんかロ

マ畳醐料 無料 守定員 20名 (応募者多散の場

合J例選) マ@し込み 9月26日幽 (必着)までに

企画課女性政軍担当へはがきでどうぞ。 マ聞い合

わせ 企画課 (困 1224)
園女性いきいき講座(基礎講座)日程と内容

月日時間 会場 = 院 師
../量制

個的く蝿軍人
オリエンテ自 ν ョン

市のか内在帥住のた女性1 午~.崎'" 体職鶴「 分づ勺し修〈量生，-きる』
分-.開 ~弘由自分 くり

2 午同後/11時7Ms・e 働的く蝿軍人
院r句2女a1世性問配畑へ地の蝿.，役Rづ会くへりのー_J 

畠鵬宮野陣島女子商聞大牢
卦-.時 調且干さん

s 午'分O後/~1創4略時価却創 働のく圃憲人
『回金趨瑠の上手町すすめ方』 女中性村闘電子鍾研さ安ん調R

.l午a14・1m後/会3g1Sm"0U嶋を-釘1 国淘嵐e立玉山.崎.県町人鴎f4'聞演と凶女るの措パ』軸ト乱ナ-て'-"'"プJ理纏さわ・包EカやEかさ福弁ん麗雄働土園

5 午1分1後/~1悶崎‘時欄潤 骨の〈蝿軍人「〈-v公素性測敵とalニRg塵kパに)1つ.ト.いナて脅ンえッるプ，J 鋼短村期漏期学犬教園繁子大さ学mんm 

e 午1分1後ノ-412m瑚時'" 世〈掴人 全体肘め瞳「私の社会書面J
の家 まと

-日程

図書量 白鳥
時 掃地菌 しEtR イ て事りき手。ガ まで ・雰ガ花

10月21目蜘
酬に鰻しむ 2 Z ンZー ぜ Z Lー fJ負霊、 ・. } l と午後時-.時

2 10月B目劇
午桂2時-4時

3 10月時15日蜘

=グ叩 B 明iif?のfiグし

午憤211i-4時

4 10月22日嗣
午後2時-4時
10月2四日蜘 花と繍でまちを筒る さすます。街づ のし ん む5 午後 時-4時

上小岨花づくり棚 ;Aでにマ申 マ タンl公 い。の初く花と て、月都1の0 閲心が市の附 掛手宰λ 
e 11月E目剛

午積2時-5時

g， I1iI6ラ~E9【5】



上田市民会館

E泡泊760

圃よ国原1640

上国友の会

@0286 

E材木町1-2-3

前亮り

"。門

無料

会員券

必要

500阿

問却

13:30 

19:00 

19:00 

上田市文化会館

部落差別をな〈す

地区市民集会

イオリ;.;1)サイタル

クラッ νック

室内楽演奏会

上回創造館

9/' 
ω 

"拘

とき 掌宮内容 m師

9月26日1釦
よ国の人情について

1 午前"時~ (上園の風土と人〉
益子珊之さん

正午

"月 3日幽
太郎山から上回を見ょう

2 午前日時~ 茂木文雄さん

午後4崎
(市民の山太郎山量山)

"月"日掛 上田の施陸を見ょう
上田市脂血

3 午前9時~ 〈車水膏理センター~副
!;Ib' 

午積4蒔 遺館~クリーンセンター)

"月"自由 歴史が語る上回
4 午前1日時~

(上田史の基礎知歯〕
上田市職員

正午

"月31自由 上回の史跡を量平二~う上自 情野常量さん
E 午前9時~ (固分寺~塩阻

上田市聴貝
午強4時 総)

"月 7目輔副 立学から見たよ囲の衛
平野勝置さん

E 午前10時~ 上田の面を量二う

午破4時 〔街の鴎轟と現地研修}
土屋郁干さん

I 111月"且幽 これからの上回
F 午前"時~ (上田市からのお知らせ〉

よ匝市随員

正午

，，，月"日直』
これぞ上回の暁 原千里さんI B 午前"時~

正午
(蝿士料理を作ろう) 高田寛子さん

筋19白うえだ市民

心、れあL、広繍

制
一

東部町文化会館
サンテラスお笑い名人会

立川志の締独演会

い
い
歯
の
日
フ
ェ
ス
タ

歯
の
健
康
コ
ン
ク
ー
ル

••• 
上
回
小
県
歯
科
医
師
会
で
は
日
月

呂
田
出
に
上
聞
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
う
第

1
回
上
小
「
い
い
歯
の
日
」

フ
ェ
ス
タ
で
の

「曲
目
健
康
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

マ
応
募
資
格

別
歳
以
上
で
自
分
の

歯
が
加
本
以
上
残
っ
て
い
て
当
日
書

加
で
き
る
か
た
。
マ
応
募
期
間

9
月
日
日

i
同
月
日
日
マ
申
し
込

上
回
小
県
歯
科
医
師
会
(
胴
窃

2
1
6
0
)、
上
小
地
域
白
歯
科
医

院
ま
で

み

ふ
る
さ
と
上
回
の
風
景

写
真
展
に
展
示
の
作
品

••• 
市
で
は
、
景
観
及
び
花
と
緑
の
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
啓
発
活
動
白
一

環
と
し
て
、
「
ふ
る
さ
と
上
岡
田
風

景
」
写
真
展
の
作
品
を
A
晶
し
ま
す
。

マ
テ
I
マ

市
内
撮
影
由
景
観
・

緑
化
に
閲
す
る
作
品
(
自
然
風
景
、

花
や
緑
の
あ
る
風
景
、
歴
史
・
文
化

的
な
遺
産
、
都
市
景
観
な
ど
)
マ

サ
イ
ズ

カ
ラ

I
プ
リ
ン
ト
四
ツ
切

り

マ

応
募

凶

月

1
日
附
ま
で
に

景
観
題
築
諜
ヘ

マ
写
真
展

叩
月

刊
日
幽
1
同
日
日
仰
に
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
予
定
マ
モ
の
他

①
何
点

で
も
応
募
可
②
画
題
、
撤
車
場
所
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
事
号
を
告
さ
写

真
由
裏
側
に
添
付
③
応
募
者
全
貝
に

配
意
品
附
呈
(
官
聞
は
屡
恋
宙
返
却
)

マ
問
い
合
わ
せ

景
観
建
聾
諜
景

観
担
当
保
(
困

1
5
8
5
)

『下
水
道
促
進
デ

l
』
と

い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル

••• 
9
月
日
目
白

『全
国
下
水
道
侭
品

デ

』
に
あ
わ
せ
、
日
本
下
水
道
協

会
で
は

『
い
ろ
い
ろ
コ
/
ク
l
ル
』

の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

日
ご
ろ
な
に
げ
な
く
利
用
し
て
い

る
下
水
道
は
、
私
た
ち
が
衛
生
的
で

快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
大
切
な
公

共
施
設
で
す
。

市
の
公
共
下
書
官
、
普
及
率
制
・

1
%、
約

4
2
0
0
0人
の
皆
さ
ん

に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
認
可
区
域
拡
大

の
た
め
変
更
申
請
等
法
的
手
続
き
を

進
め
て
い
ま
す
。

下
水
道
本
管
埋
設
工
事
中
は
、
長

期
間
に
わ
た
り
通
行
止
め
や
片
側
通

行
と
な
り
、
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
下
水
道
監
備
坦
進

の
た
め
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

『新
し
い
息
吹
を
水
に
下
水
道
』

マ
問
い
合
わ
せ

計
画
管
理
課
(
困

1
5
3
6
)、
下
水
道
課
(
困

1
5

3
7
)
 

[6] 9 I1iIllラ?iE9.

し、"月25Bωまでに計画嘗浬健ヘ

上小地区『いじめ・不堂校を考える集い』開催
日 20日出午後1時-5時/上国市民会盟/問い合わせ よ園教育事務所(圃ゆ7175)



平成9年度前期計量モニター調査結果
商工聾では、計量行政推進のー埠として主婦の替さん12人

をモニタ に聾嘱して、食品の表記量削実際の内容量と一致

しているか調査しています。 前期調査の結よ~はとkのとおりで

す。

b室纏期間

(困 1403)

総合検査表
不足

商工梨b聞い合わせ6月18-同30日

品目別検査成績

ω

M

W

舶

別

刊

飴

W
M
W
凶

w
m
w
m
m
o

そ
の
他

め紛

争E霊
頓事

貧

富'J眠

明町'臨時間島〈おお
むね+10~- -l")を組えるものを超
過又"不足と判定しています

制
矧
込
あ
い
子
神
畑

山

寺

芯

下

総

塩

町

半

回

初

後

続

届

浅
間

三
郎

分

去

西

滞

道

雄

中

村

(
7月
届
け
也
八
万
敬
称
略
)

中
村
け
さ
子

舞

困

上

原

マ

サ

福

田

倉

崎

直

久

上

治

両

前

奥

匝

あ

さ

江

分

宏

行

位

弁

短

裟

平

神

畑

由

自

国

水

江

小

牧

田

中

島

た

け

よ

秋

利

師

問

中

よ

ね

子

川

辺

町

白

石

井

重

畿

半

過

市
小
山
川
山
山
花
子
院
内

剖

小

問

中

郷

吉

岡

田

凶

沢

知

染

院

刊
何
回
嫌
原
き
の
江
伊
傍
山

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

古
下
宿
一

士
中
合
同
公
甘
市
川
工
一回

費
藤
ま
さ
ゑ

荒

井

賢

治

富

島

巴

盗
入
す
ド

指

内

り

の

青

木

監

雄

蕊
悶

王
子

山
窃
普
二
郎

金 下 院築 奈北 手域 観
常 民常森 紡

井田内地 1.凶 線北 形

ベ
ッ
ト

「慰
霊
祭
」
を

9
月
刊
同
日
に
行
い
ま
す

••• 
大

E
斎
場
で
火
葬
し
た
ペ
ッ
ト
並

び
に
上
田
保
健
所
で
取
り
扱
っ
た
犬
・

猫
の
慰
霊
草
を
行
い
ま
す
。

マ
と
き

9
月
日
日
同
午
桂

4
時

マ
と

こ

ろ

大

星
斎
場
ペ
グ
ト
慰

霊

碑

前

マ

問
い
合
わ
せ

上
小
鈎

削

剥

闘

キ

ヨ

エ

上

常

凶

砧

闘

村

y
モ

エ

福

岡

田

回

途

秘
っ
た

子

五

加

刊

北

島

附

見

浦

野

岡

田

峯

村

め

く

み

中

組

れ

よ

原

茂

子

mm

悶

何

日

小

体

積
磁

神

畑

帥

蕊

回

ま

き

妨

入

開

制

嶋

岡

勝

愛
宕
町

田

矢

口

謙

新

悶

師

叩

大

川

ま

さ

仁

古

田

時

中

仏

正

浩

み

す

ず

台

北

日

開
川
柳
沢

工
附

下

回
m山

行

機
刷
藤
房
男

伊

勢

山

口

剖

幽

子

忠

介

御

所

目

白

井

暗

中

野

叩

W

古

川

ミ

カ

小

泉

槌

金

海

六

太

郎

内

h

語

水

田

制

中

村

久

雄

材

木

町

田

吉

本

た

つ

い

院

内

口

帥

小

体

あ

や

み

下

之

郷

帥

小

林

手

辛

大

畠

制

田

和

問

久

の

上

小

島

田

奥

聞

き

ん

川

辺

町

剖

日

m
M
M
似

金

助

染

出

向

久

保

凶

早

織

上
背
木

8

口

利

関

智

孔

川

辺

町

幻

小

林

以

来

平

副

剖

佐

藤

俊

作

泉

町

田

盟

良

雄

下

室

賀

師

8

長

井

信

-
北

天

神

町

同

村

山

賢

司

下

之

郷

目

η

営

即

ハ

ル

新

聞

明

日

大

野

き

み

泉

町

剖

叩

稲

山

極

貧

諏
訪
部

制

山

以
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犬
管
理
対
覧
抑
議
会
・
動
物
愛
護
金

上
小
支
部
(
い
ず
れ
も
上
回
保
健
所

内
問
窃
7
1
5
3)

就
業
構
造
基
本
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

---m月l
目
、
就
業
構
造
基
本
調
査

が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
白
調
査
は
我
が
因
由
就
業

・
不

就
業
白
笑
態
を
把
握
す
る
た
め
に
行

う
も
の
で
、

調
査
結
果
は
、
雇
用
対

軍
な
ど
の
行
政
を
考
え
て
い
く
た
め

の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

選
ば
れ
た
世
帯
の
か
た
が
た
に
調

査
浪
を
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

日
月
下
旬
に
、
県
知
事
か
ら
任
命
さ

れ
た
調
査
員
が
訪
問
し
た
際
に
は
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

情
報
推
進
課
程
算

統
計
慌
(
困

1
2
2
8
)

触媒を利用して資源の創製と環境保全

をめざす 『第80回全国触媒討論会・研究

発表会』が、 9月17日から20日までの4
日間、上田市で開世されます。

市民の皆さんが聴講できる特別講座も

行います。

マとき

触媒学会

特別企画講演

マ
対
象

事
業
所
等
に
勤
務
す
る

時
様
ま
で
の
勤
労
脅
少
年
。

マ

@

し
込
み

9
月
四
日
出
5
9月
四
日

幽
に
畳

m創
刊
を
晶
え
て
背
少
年
ホ
!

ム
(
刷
窃
7
1
1
7v
へ
。
電
話
で

も
畳
け
付
け
ま
す
。

マ
受
付
時
間

午
後
零
時
四
分
5
9時
(日
昭

・

祝
日
は
休
館
日
)

.10月間輸縁座「..，. ~ー l曜日 1 " M 1固数回閣

議遁a貴重(温度予窓)1月 110/6-3月中旬12圏 1"人

生l市教室情調損泌|月 110/6-3月中旬12周 1"人

生け花教室<:.J'I) 1大110ノ7-3月中旬12圏 1"人

パ ソ コ ムJ 敏室l火 I10/7-11/25 18図 112人

生け花級室(池幼)1本 110/9-3月ゆ旬12圃 1"人

工 7ロビクス飯室l傘 110/3-3月中旬 120固l犯人

唱働時間"エアoビクス"'PM1:Oト'M肌
その他の鴎座 PM6:30-PM8:30 

a受謂射 パゾコノ敏重一 1200問、その憾の国際a...3C佃凡
他に判用者也峨金賓~O岡敏伺費が必要

9月18日附

午後3時50分-5時50分

ハニーウェル (大手2丁目)マところ

マ構 ，買

① 『酸素の機能に学ぶ高分子錯体触

媒J(信州太学教授・白井在先ーさん)

② 『更級そばから見えるも白』

(k西利光さん)

マ問い合わせ 観光課(困1420)

9 11;，喜Fラ-f.!.!9[7] 



『休
日
・
夜
間
の
医
療
情
報
』
は
上
田
中
央
消
防
署
(
問
窃
0
1
1
9了
上
回
南
部
消
防
署
(
町
⑮
0
1
1
9)
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。
修
察
可
能
な
医
療
機
闘
を
紹
介
し
ま
す
。

小児まひ予防白ポリオ生ワクチンの投与を行います。

[>対章者 ①平成9年 1月1日から6月30日までに生

まれたお子さん②7歳半未満で今までに l回も畳けて

いない、または l回だけ受けたお子さん。[ >投与方

法 6週間以上田l間隔をおいて2囲拡みます [>畳付

時間 午桂l時30分から2時20分まで [>持ち物 母

子健康手帳 ・予診察 b注意事項 ①会場で体植を剖

り、予諺慕に記入していただきます。②治療中の病気

や経過をみていることがある場合には、主治医に前も勺

て相談し意見魯または診断書をもらってください (当

日の接種医が害考にして決めますので接種できない場

合もあります〉。

※予診;，IJIま昔、ち。ん手帳白中にとじ込んでありますの

で記入してお持ちください (会場にもあります)。

.予防接種Q&A

匿 司 ポリオは、下簡をしていると畳けられないので

すか?

区1口ポリオのウイルスは腸の中に入って増殖し、抗

体をつけます。下痢をしていると、免疫がつく前にワ

クdチンが流れ出して Lまうことがあります。そのため、

下痢をしているときは、避けていただいています。

医:g] ワクチンを飲んだ桂、吐いてしま ったら ?

区三日飲んだ桂別分くらいたっていれば、だいじよう

ぷす。30分くらいは飲み物を与えないようにしましょ

う。

直ヨ ポリオで副匠応がでますか?

区 亙 100万人に l人くらいに、ごくまれなことです

が、故んでから4-35日韓に発熱・かぜの症状がでた

睦に上下肢などにまひがみられることがあります。

[>問い合わせ 他康推進部! (困 1624)

.ポリオ (小児まひ)予防接種

保健 診 tt
匝耳~8244健康推進課

-年1回は結核レントゲン検診の受診を

結核は、人から人へうつってもベ感染症です。

こ白検診は、法律により、だれもが畳けなければな

らないことになっています。

平成8年度、上回慌健所管内で新たに発生した結核

盟、者は、 51人で県下1位という発生率でした。

上田市では、犯人が発見されましたが、症状が、出

てから初めて医療機閣へかかったといっかたが、ほと

んどでした。

肺結核の場合、せき ・くしゃみとともに飛び散った

結核菌が、空気を介して肺に入り、感染します。

また、肺以外白骨髄 ・腎臓 ・脇などあらゆる臓器を

官す病気です。 自覚症状は、かなり進行しないとあり

ません。早期発見のためには、毎年検診を畳けること

が大切です。

今年度も、 9月9日-10月29日の33日間結妓レント

ゲン検診を実施します。各戸に配布された日程表をご

覧むうえ、畳診誌に記入して、最寄り白会場でお畳け

くださ L、。

b問い合わせ 健康推進課(国語~4 100・io!1626)

会場名 自ロ慢施回日目 対象地区

J A中塩田支所
塩図(2階営農研修室)

10/8 11/27 
川酉川西社会福祉 " 

出
泉図センター
川辺 {車摂地}

ヨ腹部
上田市文化センター

10/9 11/28 北部 {上'"車柳町・下川原楠-上町耳・揖，畠町・
( 3階式会措室) よ観F古町ーよ紺置町 山・下膏

掬 iOJ 山・量宕町・柳町〉
神川地区公民館 神川

よ野が丘公民睦 10/14 1V2 
神科 (1."..伊曽山・富士見台・神科頼置‘

笹井 .JllJill:.容門}

}II辺町 会 館
出 出

Jll辺 (東築地を障り

西部公民館 10/15 IV3 
商都
塩尻

櫨南公民館
術 刷

域下

神科 〈掴山ー性盲が丘ー大久保・星島・金周
上野が丘公民館 寺・蛇況・西野竹・野竹・金井)

10/16 lV4 豊殿

附 術 南部
保健センタ ー 中央

北部 (新国 ・山口〉

.ポリオ(小児まひ〉予防接複日程表
.結核レントゲン検診日程表の訂正と紛コぴ

8月16日号広報と同時に配布した結骸レントゲン検

診日程表白一部を、下記のとおり訂正しおわびします。

とさ 検診時間 対象地区

1:10-1:40商法樽町

1:50......2:101 ~t天神町

検n会渇

古宇舗除7全針
10;15酬ト一一一一一←←一一

問節ヨミ斗ニLアィ ω 劫火センタ

(なお、対象地区に配布した日程表については、訂正

商みです)。

[8 】1 9. 広喜Fラ左足t9

-来て、 見て、聴いて/ ~健康教室』へ

いつまでも健康な生活を送っていただくため、保健

楠導只が中心となって 『健康教室』を聞きます。 どな

たでもお気軽におでかけください。なお、40歳以上で

値康手帳をお持ちでないかたには当日お渡しします。

b問い合わせ 健康推進課 (困 1626)

・ 『僅康教室』の日程表

とき | 時間 | 場所

a g叫 19:30-11:301泉図防災センタ

e当日 血圧測定も行います
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・
上
回
市
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倒閣 内容

体育指噂委員復れをとる方法
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・
図
辺
印
刷
吻
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